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　　天　文　同　好　會
　　　　　大正九年（1920年創立）

山　本　一　清（京都市東一條）　〔電話上5098〕

水野苧里（岡山市門田21）
竹田新一郎（京都帝國大堺天文學数回）〔電話上980／223〕

中村 要（京都帝國大學花山天丈墓）〔電話上6165〕

池田政晴（京都市左京医吉田近衛町13）
京都帝國大學理學部天丈學教室　〔電話上980／222〕

岡山縣倉敷市〔電話35〕一原名響町長〔電話75〕

　　　天文同好會観測部　（Observing　Seotion，　S．　A．　E）

　大正十年九月に組織されたもので，同好医員中の實際天文研究に興味を

有する者より成る・（部費は毎年金五拾銭）今下記の六課に分れてみる．

　　　1流星課（課長小羽孝二部）　4太陽課（課長上島　昇）
　　　2彗星課（課長柴田淑次）　　5黄道光課（課長三葉通義）
　　　3　攣星光課（課長中村　　要）　　6理解課（課長山本一清）
此の観測部の観測報告は京都帝二大學花山天文皇護国のブレテン（英文報

告）に獲表し，叉ハガキ急報其の他の通信を爽す

　　　　　　　　　　　天文同好會規則
ag一一條此ノ會ヲ天日同好會ト云フ

第二條此會ハ天文學ノ了解ヲ進メ兼ネテ同好者相互ノ親睦ヲ増スノが月的デアル
第三條本部ヲ京都帝國大軍天文部内＝置ク叉會員密集／地昌ハ支部ヲ置ク
：第四條此ノ會ハ其ノ目的ヲ達スル爲下汐ノ事業ヲ行フ

　一．講演（例會毎月一回，総會年一回，其他臨時會）

　二・講習（各地デ臨時二開ク）

　三．雑誌圖書ノ出版（雑誌ハ毎月會員昌無代配布，圖書・・随時）

　四・見學及ビ實地観測
　五・天三塁ノ経管（會員ニノ・特需ガアル）

第五條此ノ會ノ目的＝賛スルモノノ・誰ヂモ入會が出子ル（申込ノ際ハ住所職業生

　年ヲ記入セラレタイ・）町費ハ毎回年度昌ツキ前納金参圓トス・但シ中途入會ノ場
　合ハ月参拾鎮ノ割デ年末マデ前納ノ事
第六條本會ノ選管ヲ支持スル趣意ヂ毎年金式拾圓以上ヲ醸出スル者ヲ維持會員ト
　スノレ

第七條一時金壼百圓以上ヲ寄附スル者及ビ頭蓋＝テ特二推墨セラレタ者ヲ名薬缶

　員トスル

第八條此ノ會ソ役員ハ次ノ通り

　會長　一名　　凹凹長　一名　　幹事：二名　　會計　一名
　駅長ト副會長トハ総會デ選墨セラレルモノデ，任期自国ケ年・幹事F會計トハ會

　長ノ指名デ任期一ケ年
第九條此ノ會＝一・“i議員若干名ヲ置キ，役員ノ相談相手トナル

天界第百十九號腹霜奏叢論E三‡娑昌暴響定憤金参拾蒙税金壼鎮

騨三新辮繋撫難翻轡阪5犠聖画羅麗懸懸調
印　刷　者　京都市中京同歯馬肉三内南脇　　　　　　　　　　輻　井　松　之　助

費捌所鯨市湘臨町1・・9　新光頑蠕編41㍊
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標 準 型 交 學
還れは吾が天文同好會員の教科書とも言ふべきものであって，殊にL天界■や

しブレテン「を護むナこめに之れは必要な書物である．星圖や天賜爲眞を見るの

にも　新聞引攣の天文記事を誼むのにも，多少の準備的智識のあると無いと

は大魚に興味の違ふものであるが，此のL標準天文學「は此等の要求に鷹する

やうに書かれtこものである．同好會員は必ず一本を備へなければならない．

キク版368頁，外に扉，序文，目次及び索引補血正誤など22頁
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第一章　天　　　球
　第一節　天球座標と其の圭要鮎
　第二節　星座
　第三節　天球上の諸種の蓮行
第二章　天慶運勤の理論

　第一節　古代人の天髄論一天動説
　第二節　地動説
　第三節　二天艦の活動論

　第四節軌道要素
　第五節　三天艦の蓮動論

　第六節主動
　第七節　天膣の自轄と形状
　第八節　太陽系の構造と進化
第三章　球面天女畢
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　第十節　地球の形と大きさ

次

第四章　天骸の物理學

　第一節　天艦物理學の方法

　第二節太陽
　第三節　遊星と衛星

　第四節　i彗星と流星その他

　第五節　恒星の分光分類と色

　第六節　天艦の覗線運動

　第七節　重星と連星
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　第九節　星雲と星團

第五章　天叢宇宙と其の進化

　第一一節　天髄の総薮と空間分布

　第二鮪　天臆の運動

　第三節　天汁の進化と宇宙の組織

第六章　天女研究の方法と器械設備

　第一節原始的の簡軍な器械
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